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夙川学院短期大学「教育実践研究紀要」|ISBETI投稿の手引き

l. 原稿の種類 （年1回3月発行）

教育紀要に掲戦されるものは、以トにホされるカテゴリーに分類される。

第1類：大学教育のβ'1念や思想に|則するもの

第2類：大学教育の制度、法およびその迩川に関するもの

第3類：大学における帆'1"fiに関する方法、技術、課題に関するもの

第4類：入学教育に適した教典・教材のljM発およびその利川効果に関するもの

第5額：入学'|ﾐの心身の特性と教育のあり方に関するもの

第6麺：その他、人学教育の実践に関するもの

2． 投稿に関する手続き

(1)又の構成は、「問題の所在（またはI1的）」「〃法」「結果」「号察」「結論」を聴本

とするが、教育分野や論の特性に応じて適切な章､XてをI没定することができるものとする。

なお、参考・ウ1用文献群がある場合、必ず文末に付記する。

（2）原稿は腺則として、MicrosoftWord (衣作成についてはMicrosonExcelも11）により

作成し、光成イメージで捉川する。向筆による原稿の場合、向費（または個人研究喪）に

おいて人力費用を負拙しなければならない。この場合、細莱会議がNMjするフォーマットを

利川することが輻ましい。その他、文'r数．行数・フォント群、帆碓の詳細についてはフォ

ーマットを参照のこと。

（3）脱稿は、光成イメージで4枚以tとし、最人10枚以内まで塒血することができる。

なお、10枚を超える場合、分飛等を求めることがある。

（4）写真、l矧については、各l]がllli像ファイルとして作成し、脱稿内にl1,'iり込むものとする。

全てグレースケールで印刷されるため、出版時に1町像の精細等に関する要求は‐切受け付け

ない。ただし、カラーが典による掲戦を希蝦する場合、自費（または個人研究fY)により、

，職せることができる。

（5）投稿にあたっては、以下の2種の乎統きのうち、いずれかによるものとする。

<A>投稿票、完成イメージで作成し印刷した本文、本文の電子ファイル、写真・図の電子

ファイルをIr(接、FD委典会1i務11j (教務課）に捉ll1する。ただし、屯fファイルはMO

またはCD-RWに保存する。

<B>電子メールに、投稿票、本文、写真・図の屯fファイルを添付し、FD委員会11務jijに

送信する。

3． 編集に関する手続き

(1)原稿が投稿されると、細集会識において1名のビアスーパーバイザー(PS)が決定される。

(2)PSは、受稿後速やかに精読し、質ll1および意見をまとめ、投稿街に返ｲ,iする。なお、PS

が捉小する怠兄や質|川は、本I誰が多様な読荷を想定していることから、1ﾘ門分野を熟知した

内容でなくてよいこととする。

(3)投稿荷はPSから提示された質問や恵児について､回答または修正等を行い､|りび提出する。

(4)PSはl''1符または修Ⅲ皇を確認し、「ピアスーバービジョン実施報告言」にコメント等、

必要1f収をi拙人のt、編集会議に捉川する。
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第3類

保育音楽療育演習における実習経験の共有をめざす教育実践[I]

－「実習前のリハーサル」と「実習後の報告」に関する

アンケート調査結果より－

朝野典子

ASANONb画ko

本稿は、夙川学院短期大学専攻科（保育専攻）において筆者が担当する保育音楽療育演習の

教育実践に関する研究であり、2009年度の履修学生45名に対するアンケート調査の結果に基

づく。この科目では、主として音楽療育活動の実践方法を指導し、後期授業においては保育音

楽療育実習のための「実習前のリハーサル」と「実霄後の報告」を全員が行うことにより、学

生が実習経験を共有することをめざした。

アンケートでは、「実習前の自己イメージ」「リハーサルを経験して感じたこと」「他の人の

実習報告を聞いて感じたこと」「実習を終えて感じたこと」の4領域（合計20項目）について

質問し、回答を得た。

その結果、実習直前にリハーサルを経験したことによる効果と、他者の実習報告を聞くこと

による効果が確認された。また、学生の約半数は、「実習をやめたいと思ったことがある」と

答えているが、実習後はほぼ全員が「実習を通して自分は成長できた」と肯定し、実習経験に

意義を感じていることが明らかになった。

キーワード：保育音楽療育、実習、リハーサル、実習報告、共有

必修科Rには実習（3申位）が含まれ、学生は児童か

ら高齢者まで幅広い領域において実習を行う。そこで

障害児や高齢者への生活支援を学びながら、学生自身

が作成したプランに基づいて音楽を使った療育活動

（音楽療育活動）を行う。つまり、実習は学生が習得

した専門知識と音楽技能を駆使して対象者と直接ふれ

あうことによって即解を深め、実際に音楽療育を実践

する機会なのである。

筆者は、2008年度より夙川学院短期大学専攻科（保

育専攻）において、保育音楽療育士養成課程の必修科

目である保育音楽療育演習（通年科目）を担当してき

た。

前期授業では、療育としての音楽活動の方法、対象

1． はじめに

保育音楽療育士は、 般財団法人全国大学実務教育

協会が認定する資格であり、その教育課程ガイドライ

ンに掲げられた教育目標には、「障害児教育において、

発達的な視点を入れながら、保育と音楽療育に関して

高度の知識と技能をそなえた障害児の専門職として、

さらに生涯学習に関与できる人材の養成を目指す」と

ある。

この資格は、保育士または幼稚園教諭免許を有する

ことを基礎資格とし、履修が必要な科Rは、必修科目

と選択科目を合わせて30ﾄ袖位以上になる。
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者に合わせた目標設定と活動プランの立て方等につい

て、実習に向けた下準備を指導する。後期授業では、

実習準備と実習のまとめを指導する。

ただし、実習全般を直接指導するのは専任教員であ

り、筆者は実習の部分である音楽療育活動について、

事前および事後に部分的な指導を行う。学生全員が同

時期に実習をｲ丁うスタイルではないため、保育音楽療

育演習では「実習前のリハーサル」と「実習後の報告」

を通して、学生同士が実習経験を共有することをめざ

した。

実習直前の学生は、実習施設で行う音楽療育活動の

リハーサルを行い、教員や他の学生からアドバイスを

受ける。学生がリハーサルを通して自分自身の話し方

や声の大きさ、歌や演奏の速度、活動の展開等が適切

であるか等について考え、改善し、 H信をつけて実習

に臨めるように、さらに、他の学生の意見を広く取り

入れて活動内容の質を高めて実習に臨めるよう期待し

た。

また、実習を終えた学生は施設や対象者の様子、音

楽療育活動の実際について翌週の授業で報告し、各H

の課題を見つけて次回の実習に備える。実習を経験し

ていない学生にとっては、報告を聞き、不明な点を質

問することにより実習への不安が取り除かれると期待

した。

リハーサルの手順

･実習に行く者は、実習直前の授業で音楽療育活動

のリハーサルをｲ｣:う°

．リハーサルの時間は、実習施設での音楽療育活動

の時間と同じとする。

・リハーサルでは、実習で使用する楽器、歌訶幕、

道具等を準備して使用する。

･実習者以外の学生は､対象者役(障害児や高齢者）

となって協ﾉ』し、リハーサル終r後､積極的に質

問や助言をする。

・実習者は、リハーサルで得た経験と、教員や学生

からの助言を受けて､音楽療育沼動の内容を再検

討し、よりよいものにして実習に臨む。

リハーサル終r後、セラピストを演じた学生は実際

に演じて気づいたことや反省点などを話し、続いて対

象者役の学生が意見や感想を述べ、その後、教員が具

体的に助言を行った。

3.2 「実習後の報告」の概要

実習を打った学生は、翌週の授業時に数分程度の報

告を行った。報告するときに留意すべき点と内容につ

いて、次のように学生に伝えた。

<報告の留意点＞

･前に出て、はっきりとした声で話す。

'話を聞く人に実習の様子がありありと伝わるよう、

わかりやすく丁寧に説明する。

･これから実習に行く人が知っておいたほうがいい

と思うことを、忘れずに伝える。

2．方法

2.1調査対象・期間

調査対象は、保育音楽療育演習を履修する45糸であ

る。調杳の対象とする期間は、「実習前のリハーサル」

と「実習後の報告」を行った2009年10月～2010年1月

である。全員の実習が終rした2010年1月末に無記名

のアンケート調査を実施した。

報告する内容

．実習の概要：施設名、実習時間、1口の流れ

,音楽療育活動：活動時間帯、クラス・グループ泡、

対象者の様子（障害の程度や反応)、

活動内容、職員の様子

･感想と課題、反省と改諄方法

･申し送り事項

2.2手続き

アンケートを集計し、筆者の授業記録を参照しなが

ら結果を分析した。

3． 内容

3.1 「実習前のリハーサル」の概要

後期授業開始時に｢実習前のリハーサル｣の日的と、

リハーサルの実施手||頂を説明した。

3.3アンケートの質問内容

【1-1】～【4-3】について、「強くそう思う」「そう

思う」「少しはそう思う」「あまり思わない」「まったく

思わない」の5段階で回答を求めた。
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＜実習前の自己イメージ＞

【1-1初対面の人と打ち解けやすい】

【1-2人前で話すことが好きである】

【1-3人前では緊張するタイプである】

【1．4人前で楽器を演奏することが好きである】

【1-5実習をやめたいと思ったことがある】

【1－1】
2％

p強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答33％
43

＜リハーサルを経験して感じたこと＞

【2.1 リハーサルはうまくできた】

【2-2実習の自信がついた】

【2-3実習への不安が軽減した】

【2-4自分の準備不足に気づいた】

【2-5リハーサルは緊張した】

【2-6リハーサルはしたくなかった】

【2-7リハーサルは必要ない】

【1-2人前で話すことが好きである】では39％が肯

定し、61％が否定している。

内訳：「強くそう思う（4％)」「そう思う（13％)」「少

しはそう思う（22％)」「あまり思わない（43％)」「ま

ったく思わない（18％)」

＜他の人の実習報告を聞いて感じたこと＞

【3-1自分の実習の参考になった】

【3-2実習の不安が軽減した】

【3-3自分の実習が楽しみになった】

【3-4実習の振り返りに役立った】（自分の実習を終え

てから他の人の報告を聞いた場合）

【3-5報告を聞く必要はなかった】

11－2｝ 4％

□強くそう思う

■そう思う

□少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

口焦回答
2％

＜実習を終えて感じたこと＞

【4-1音楽療育活動はうまくいった】

【4-2リハーサルは実習に役立った】

【4-3実習を通して自分は成長できた】

【1-3人前では緊張するタイプである】では96％が

肯定し、4％が％否定している。

内訳：｢強くそう思う（36％)」「そう思う（47％)」「少

しはそう思う（13％)」「あまり思わない（2％)」「まっ

たく思わない（2％)」
4結果

4.1実習前の自己イメージ 【1－3】
2％

□強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

pあまり思わない

■まったく思わない

口娠回答

【1-1初対面の人と打ち解けやすい】では46％が肯

定し、54％が否定している。

内訳：「強くそう思う（2％)」「そう思う（11％)」「少

しはそう思う（33％)」「あまり思わない（43％)」「ま

ったく思わない（11％)」

13
6％

【1-4人前で楽器を演奏することが好きである】で

は51%が肯定し、49%が％否定している。

内訳：「強くそう思う（2％)」「そう思う（20％)」「少

しはそう思う（29％)」「あまり思わない（33％)」「ま

戸

◎
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ったく思わない（16％)」

【1－4】

しはそう思う（45％)」「あまり思わない（29％)」「ま

ったく思わない（2％)」

【2－2】
□強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

□強くそう思う

■そう思う

p少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

3％

29
33

45％

【1-5実霄をやめたいと思ったことがある】では

54％が肯定し、44％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（11％)」「そう思う（11％)」「少

しはそう思う（32％)」「あまり思わない（20％)」「ま

ったく思わない（24％)」

【2-3実習への不安が軽減した】では70％が肯定し、

26％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（2％)」「そう思う（27％)」「少

しはそう思う (41%)」「あまり思わない(22%)」「ま

ったく思わない（4％) ’
【1－5】

2％ 11％

12－3）□強くそう思う

■そう思う

□少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ蕪回答

1％

□強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

口焦回答

7％

22％

％

41％
4.2 リハーサルを経験して感じたこと

【2-1 リハーサルはうまくできた】では40％が肯定

し、58％が否定している。

内訳：「強くそう思う（0％)」「そう思う（0％)」「少

しはそう思う（40％)」「あまり思わない（51％)」「ま

ったく思わない（7％)」

【2．4自分の准備不足に気づいた】では94％が肯定

し、4％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（20％)」「そう思う（54％)」「少

しはそう思う（20％)」「あまり思わない（4％)」「まっ

たく思わない（0％) ’

【2－4】
【2－1】 2％

2％

□強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

口無回答

□強くそう思う

■そう思う

□少しはそう思う

pあまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

20

40％

51

54％

【2-5リハーサルは緊張した】では85％が肯定し、

13%が％否定している。

内訳：「強くそう思う（24％)」「そう思う（34％)」「少

しはそう思う（27％)」「あまり思わない（11％)｜「ま

【2-2リハーサルをして実習の自信がついた】では

67％が肯定し、31％が否定している。

内訳：「強くそう思う（9％)」「そう思う（13％)」「少

6



夙川テ暑院短期大学教育実践研究紀要2〃0

内訳：「強くそう思う（18％)」「そう思う（47％)」「少

しはそう思う（22％)」「あまり思わない（11％)」「ま

ったく思わない（0％)」

ったく思わない（2％)」

【2－5】

％

p強くそう思う

■そう思う

□少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

【3－1】
2％

□強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

口無回答

27％

22％
34％

【2-6リハーサルはしたくなかった】では58％が肯

定し、40％が否定している。

内訳：「強くそう思う（9％)」「そう思う (16%)」「少

しはそう思う（33％)」「あまり思わない（33％)」「ま

ったく思わない（7％)」

【3-2実習の不安が軽減した】では72％が肯定し、

26％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（0％)」「そう思う（27％)」「少

しはそう思う（45％)」「あまり思わない（24％)」「ま

ったく思わない（2％)」12－6｝

6％ □強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

【3－2】

33％
□強くそう思う

■そう思う

口少し|よそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

％

24

45％

【2-7リハーサルは必要ない】では24％が肯定し、

72％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（4％)」「そう思う（4％)」「少

しはそう思う（16％)」「あまり思わない（48％)」「ま

ったく思わない（24％)」

【3-3自分の実習が楽しみになった】では49％が肯

定し、49％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（2％)」「そう思う（20％)」「少

しはそう思う（27％)」「あまり思わない（40％)」「ま

ったく思わない（9％)」【2－7】
4％

【3－3
□強くそう思う

■そう思う

□少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

6％24

口強くそう思う
回そう思う
口少しはそう思う
□あまり思わない
■まったく思わない
口娠回答

448％

4.3他の人の実習報告を聞いて感じたこと

【3-4実習の振り返りに役立った（自分の実習を終

えてから他の人の報告を聞いた場合)】では82％が肯定

【3-1日分の実習の参考になった】では87％が肯定

し、11％が％否定している。

7
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し、16%が％否定している。

内訳：｢強くそう思う（13％)」「そう思う（29％)」「少

しはそう思う（40％)」「あまり思わない（16％)」「ま

ったく思わない（0％)」

【4-2リハーサルは実習に役立った】では89％が肯

定し、9％が否定している。

内訳：「強くそう思う（9％)」「そう思う（44％)」「少

しはそう思う（36％)」「あまり思わない（9％)」「まっ

たく思わない（0％)」
13－4，

【4－2】
□強くそう思う

■そう思う

□少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

2％

□強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

口無回答

29％

4
36％

4％

【3-5報告を聞く必要はなかった】では26％が肯定

し、72％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（0％)」「そう思う（4％)」「少

しはそう思う（22％)」「あまり思わない（45％)」「ま

ったく思わない（27％)」

【4-3実習を通して自分は成長できた】では94％が

肯定し、4％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（27％)」「そう思う（40％)」「少

しはそう思う（27％)」「あまり思わない（4％)」「まっ

たく思わない（0％)」
13－5】

14－3】

2％
□強くそう思う

■そう思う

口少しはそう思う

pあまり思わない

■まったく思わない

口無回答

27 2％

％
□強くそう思う

閏そう思う

□少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

27％

45％

40％

4.4実習を終えて感じたこと

5． 考察

5.1実習前の自己イメージ

「実習をやめたいと思ったことがある」と答えた学

生は54％を占め、また、学生のほぼ全員にあたる96％

は「人前では緊張するタイプである」と答えている。

人前に立って音楽療育活動を主導することは、おそら

く学生にとって大きな緊張を伴うものであり、それが

実習をやめたいという気持ちを起こさせる要因となっ

たこともあると推察される。

また、実習において学生たちが必ず直面する課題が、

「初対面の人と打ち解けること」「人前で話すこと」「人

前で楽器を演奏すること」である。

これら3項目の中では、「人前で楽器を演奏すること

【4-1音楽療育活動はうまくいった】では74％が肯

定し、24％が％否定している。

内訳：「強くそう思う（4％)」「そう思う（39％)」「少

しはそう思う（31％)」「あまり思わない（22％)」「ま

ったく思わない（2％)」

【4－1】
2％

□強くそう思う

團そう思う

□少しはそう思う

□あまり思わない

■まったく思わない

ロ無回答

22

39％

8
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が好きである」と答えた割合が51％と最も高く、「人前

で話すことが好きである（39％)」を12ポイント上回っ

た。人前での演奏を好ましいと感じる学生は、実習に

おいて緊張を克服し、演奏を楽しむことができるので

はないかと推察する。

87％)」とは矛盾するように見えるが、報告内容の質に

よっては「報告を聞く必要がなかった」と学生に感じ

させたものと解釈する。

保育音楽療育においては、演奏や歌唱といった音楽

表現と同程度に、話すことを中心とするコミュニケー

ション能力が重視される。「実習後の報告」は自分の経

験を客観視し、言語化するトレーニングなったのでは

ないだろうか。また、報告を聞くことは、想像力をふ

くらませて他者の経験を感じ取るトレーニングとして

機能したと考えられる。

5.2 リハーサルを経験して感じたこと

「リハーサルはうまくできた」と答えた学生は40％

であったが、その内訳は「強くそう思う（0％)」「そう

思う（0％)」「少しはそう思う（40％)」である。つま

り、日にL評仙としては「リハーサルは少しうまくでき

た部分がある」という程度である。

このように、学生のほとんどがリハーサルの出来ば

えを十分評価していないにもかかわらず、「リハーサル

をして実習の自信がついた」と67％が肯定した。うま

くできたことに由来する自信ではないことは言うまで

もない。この自信の背景には、「自分の準備不足に気づ

いた（肯定94％)」ことや、「実習への不安が軽減した

（肯定70％)」ことが要因として考えられる。

「リハーサルは緊張した(肯定85％)」という回答は、

自己イメージを問う質問の「人前では緊張するタイプ

である（肯定96％)」を下回ったものの、実際に人前に

立って感じた緊張はほぼ予想通りであったようだ。

「リハーサルはしたくなかった（肯定58％)｣、「リハ

ーサルは必要ない（24％)」という結果からは、リハー

サルはしたくないが、その必要性は認識しているとい

う学生の心情が察せられる。

5.4実習を終えて感じたこと

「音楽療育活動はうまくいった（肯定74％)｣、「リハ

ーサルは実習に役立った（肯定89％)」という結果から、

リハーサルの経験が役ずち、実習に手応えを感じたこ

とが読み取れる。

「実習を通して自分は成長できた」では94％が肯定

し、実習を行った学生のほとんどが実習経験に意義を

感じていることが認められた。

6． まとめ・課題

アンケート結果から、「実習前のリハーサル」と「実

習後の報告」による指導の効果が明らかになり、実習

経験の共有をめざす方法としての有効性が認められた。

次の研究課題は、今回のアンケートと同時期に実施

した記述式アンケートに基づき、学生が「実習前のリ

ハーサル」と「実習後の報告」から具体的に学んだ内

容について研究を深めることである。

実習における音楽療育活動は、子どもや高齢者の時

間を借りて行うものである。その時間を預かる学生が

知識と技能を投入してﾉﾉを発揮できるように、そして、

有意義な活動を展開できるように、これからも指導方

法を工夫していきたい。

最後に、実習全般を直接指導された倉掛妙子先生か

ら貴重なご助言を頂戴したことに、心からの感謝を申

し上げます。

5.3他の人の実習報告を聞いて感じたこと

「H分の実習の参考になった（肯定87％)」「実習の

不安が少なくなった（肯定72％)」という結果から、学

生の多くにとって他者の実習報告を聞くことが有用で

あったことが窺える。

一方で、「自分の実習が楽しみになった（肯定49％)」

という結果からは、実習報告を聞いて実習への期待を

ふくらませた学生は半数にとどまったことが読み取れ

る。

また、実習を終えた立場で他者の報告を聞いた場合、

「実習の振り返りに役立った」という回答が82％と高

い害'l合を占め、報告を聞くことは自分の実習が終わっ

た後々まで有用であったことが認められる。

「報告を聞く必要はなかった(肯定26％)」の内訳は、

「そう思う（4％)」「少しはそう思う（22％)」であっ

た。この結果は「自分の実習の参考になった（肯定

7． 参考文献

松井紀和(1991)小集団体験東京：牧野州版

キャロライン・ケニー（2006）フィールド・オブ・プ

レイ音楽療法の「体験の場」で起こっているこ

と東京：春秋社
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メルセデス・パブリチェビク（2006） みんなで楽し

く音楽を音楽療法士からの提言東京：音楽之

友社

ビアスーパーバイザーからのコメント

本報告は、保育音楽療育の外部への実習の実施に関

する「実習前のリハーサル」と「実習後の報告」をと

おして、本人の学びや気づきの効果を検証したもので

ある。事前に白LLの意識を確認させ、その難点につい

てリハーサルをとおして克服するよう働きかけること

や、学生同士の実習体験の時間差を利用し、他者の報

告から事前に問題点を抱かせる点など、その成果がみ

とめられた。これは他の実習関係の授業に応用できる

部分があり、参考になる事例であると思われる。

（担当：家政学科内田直子）
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第3類

｢特別活動の指導法」における校務演習の導入と

実践的指導力に対する学生の自己評価

森田健宏

MORITAThkehiro

新中学校学習指導要領が平成24年度より完全実施されることとなり、その中で子ども達に

は、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育むことが改めて示

されるとともに、特に子ども達の心と人間関係を育成するための実践的指導力が求められてい

る。この内容を具体的かつわかりやすく反映させることができる科目の1つに「特別活動」が

ある。現代の教職課程の教育については、平成22年度より「教育実践演習」が導入されるな

ど、具体的な場面想定による対応ﾉJや問題解決能ﾉJの育成が求められることとなっており、学

習指導要領の解説書でも具体的実践例が数多く,爪されるようになった。この実践的指導ﾉJの育

成については、著者がこれまで取り組んできた教職科目「特別播動の指導法」においても、校

務シミュレーション学習を通して、教育実習以外の機会でも教育現場をイメージしながら学ぶ

ことを意識させることにより取り組んできた。そこで、学生がこの科目を通じて何が身につい

たのか日[=L評価させることにより、本科日の意義と課題、および今日の教員養成の資質向上の

あり方について検討した。

キーワード：新学習指導要領、特別活動の指導法、実践的指導ﾉJ、教職課程、自己評価

教員養成に携わる者としても非常に思い悩む問題であ

る。しかしながら、これは制度の急激な変化に対する

現場の認識の違いが生じていると考えることもでき、

肯定的な面としては、自主的、創造的な取り組みが学

校の中で容認される傾向になったことが挙げられ、ま

た否定的な面としては、ゆとりとされる時間の取り扱

い、解釈が大きく様々に分かれることになったことが

代表的な見解として挙げられるであろう。また、PISA

調杳における国際間比較の結果が、学力低下や国際競

争ﾉJへの懸念として表れ、学習指導要領の改訂への直

接原因になったと述べられているものもあるが、 種

の横断的測定によるものに過ぎないと見ることもでき

る｡そのため、「ゆとり教育」を通じてｲﾛIが育ったのか

をステレオタイプ的な批半|｣を避けて検証する取り組み

があまりにおろそかになっているという現実も指摘で

きよう。この「ゆとり教育」の是非論はともかくとし

て、その制度に基づき育った世代をどう捉え、今後、

1．はじめに

平成17年の文部科学大原諮問により、現代の教員の

資質向上などを含めたわが国の教育課程の基準全体の

見直しが進められ、教育基本法、学校教育法の改正に

伴い、学習指導要領も全校種共に改訂されるようにな

った。これは、今口の学校教育における様々な現実的

課題に対し､積極的に改弄を図ろうとしたものであり、

例えば、「確かな学ﾉJ」の定着を目指して基礎的・基本

的な知識・技能を重視した学習内容の允実が取り入れ

られている。これは、今まで取り組んできた「ゆとり

教育」の考え方を見直すものと評価されることも多い

が、一方で、いわゆる知識偏重の詰め込み型教育への

逆戻りであると批判される言及も見られる。事実、学

生の中にも「私たちはゆとり教育の失敗作」と自虐的

かつ制度を潮笑する発言をする者も少なからずおり、

11
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どのような活躍に期待するかを、制度設計時の考えに

任せるだけでなく、改めて能ﾉJの肯定的側面を見て検

討すべきであると考える。このような様々な意味での

教育格差を是正するものとして、新学習指導要領では

内容の充実化とともに、解説書において貝体的な記述

が数多く見られる。このうち、中学校の新学習指導要

領は、 部科目の先行的な移ｲj息を実施しながら平成24

年度より完全実施されることとなっているが、その内

容を見ると、子ども達には、確かな学ﾉJ、豐かな心、

健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育むこと

が改めて,｣くされるとともに、特に子ども達の「心」と

「人間関係」を育成するための実践的指導ﾉJが今口の

教員に求められているという点も注目できる。これは、

当然現代の子ども達が良好な人間関係を築くﾉJやコ

ミュニケーション能ﾉJが低下していることの反映であ

り、今後、適切な範|井|の競争や協同による学びを通じ

て社会に参加する基本的な能ﾉJを養おうとするもので

あると思われるが、これを学校教育の中で重点的に取

り組まなければならないという趣旨が示されているこ

とについて我々は留意しなければならない｡すなわち、

基本的なコミュニケーション能ﾉJや、協調性、愛他心

などの道徳性については、本来、幼少期までの家庭教

育をはじめ、ある種人間社会のH然な営みの中で当然

のものとして育まれるべきものと考えられるが、今日

の現実的な子ども達の日常生活行動を考えるとき、こ

れらをスキルとして捉え、あるいはリテラシーと同様

なものして教え、身につけさせるべきものとしなけれ

ばならないという考えに基づくものである。また、そ

のための教材として、例えば、道徳教育において「心

のノート」が国により配布されていることや、NHK教

育番組でも､幼児～小学校低学年向けの番組として｢わ

たしのきもち」が放映され、「謝るスキル｣、「仲間を求

めるスキル」などを教えようとするものが現れたこと

からも方策として伺える（｢わたしのきもち」は平成22

年3月に放送終了)。これら内容の是非は議論の余地が

あるものの、このような形で教えなければ身につかな

いという考え方が現れた現実を我々はきちんと受けと

めなければならない。

そこで、学校教育の中で、このような人間関係ﾉJや

コミュニケーション能力を具体的に育むことができる

機会の1つとして「特別活動」がある。もちろん、教

科教育でも協同的な学習活動を通じて協同性などは育

まれるのであるが、児菫・生徒がこれら目的を主たる

ものとして取り組みやすいという点では、当然里視さ

れる機会であると思われる。今回の新中学校学習指導

要領のうち、「特別活動」については、「改善の基本方

針」において、「望ましい集団活動や体験的な活動を通

して」自主的、実践的な態度や人間関係を築くという

基本的な考え方は保持されながら、活動のねらいや意

義、教育目標を「明確にする」ことが示されている。

これは、教育現場における学校行事等が、前改訂によ

る年間授業時間の減少に伴い特別活動の時間が肖l1減ま

たは簡略化されたり、特別活動の教育的意義を考える

ことが少なく形式的に消化されたりすることなどに対

し、本来的な意味を確認する意味を持つと思われる。

また、「総則」に加え、改めて「人間関係を構築する能

ﾉﾉや自信を持って聿体的に参画する能力を育成する」

という考え方が示されている。これらの能ﾉJを児菫・

生徒に育成するという考え方を教師が有するためには、

当然ながら、口頃から教師H身が実際に良好な人間関

係を築く能ﾉJを持ち、職員間の協同性、協調性を意識

した活動ができなければ、とうてい指導にあたること

などできないであろう。すなわち、これは学習指導要

領の改訂による現職教員への留意事項では留まらず、

現代の教員餐成課程に対しても強く求められている育

成事項であると考えることができる。さらに、平成22

年3月に発行された「生徒指導提要」でも第2章第4節

に「特別活動の目標と生徒指導」が設けられ、例えば

「それぞれが個性や自己の能ﾉJを生かし、互いの人格

を尊重し合って生きることの人切さを学ぶ」ことなど

が示されており、日LLの能ﾉJを生かして自己実現を図

っていくことの大切さが明記されている。このような

経験が教職志望学生に活かされるならば、間違っても

教職員間のいじめ問題などは生じないであろう。

そこで著者は、これまで教職科目「特別活動の指導

法」において、主に校務シミュレーション学習法を通

して、教育実習以外の機会でも教育現場をイメージし

ながら協同性やリーダーシップ性を意識させることに

取り組んできた。特に、模擬職員会議や学校行事等の

唯備シミュレーションによるグループ学習を通じ、教

員に必要な協調性や協同性を再認識させることを目的

として実践してきている。しかしながら、その効果を

明らかにするためには、学習者側にこの科目をどう受

けとめ、具体的にｲﾛIが身についたのか日L』評価させる

ことが必要と考える。そこで、学生のH己評価アンケ

ートを通じ、本科Rの意義と課題、及び今日の教員養

成の資質|向｣上のあり方について検討した。
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尻〃学院短期大挙教育実践研究紀要2〃0

手続き：本調査は、最終授業時に評価に影響しない

条件を提,爪して、無記8により実施している。調査

用紙を受講生に配布し、次の通り、教/J§文を提,｣､し

ている。「次の各項目は、みなさんが将来、教師に

なったときに必要とされると考えられる内容で､ま

た、この授業で培えることを想定した内容です。全

ての授業が終わった今､下記の内容が自分にどの程

度備わっていると考えるか、自己評価してください。

さらに、今回の授業を通して「身についた」「成長

した」と思えた項目には、項目番号に◎を付けてく

ださい｡」なお、回答欄は6段階評定法（6.とても

そう思う～1.全くそう思わない）で設定している。

調杳内容のカテゴリーは、中学校学習指導要領「特

別活動」の「目標」に示される文言に基づき、＜望

ましい集団行動 1－集団の統率力､2-集団への適応

力＞、＜自主的・実践的態度＞、＜人間関係を育む

資質・意識＞、＜生き方・在り方＞の4つで構成し

ている。

2.方法

調査期間：平成22年8月24日～27口

材料：調査用紙1部（※項目については表1参照）

教育実践の対象息私立S入学の中学校・高等学校教員

免許状対象の教職課程受講の2回生

（校種および免許科目は学部により異なり、「英語」

「国語」「社会（公民)」「家庭」「栄養教諭」の

いずれかに該当する｡）

担当科目および実施形態：「特別活動の指導法」

（講義2制市）として開講。前期集中講義4日間で

実施している。

教育内容およびシラバス等：

・第1日目：「特別活動」の学習指導要領に基づく

解説と教員の教育活動および業務の実際

講
講
講
講

１
２
３
４

帝
弟
錯
弟
缶
弟
捨
弟

教師のｲｰﾋ事の1口

学習指導要領における「特別活動」

｢特別活動」に,｣くされる内容の実際

｢特別活動」の指導案について

第2日目：「特別活動」の学習指導要領に示される

内容の理解と体験学習に基づく配慮事項の検討 3． 結果と考察

本調杳の基本統計里は表1に示す通りである。平均

評定値の範囲は3.93～551と高い傾向にあり、全体的

には受講生がこの講義を通して、特別活動の目標に,Jそ

している事項について習得すべき学習内容あるいは意

識すべき課題を認識できていたものと思われる。

カテゴリー別に見ると、＜人間関係を育む資質・意

識＞、＜望ましい集団行動2－集団への適応力＞の2

つのカテゴリーがいずれも高い値となっている。これ

ら2つのカテゴリーに共通する内容を推測すると、「人

間関係」「協同性」を意識したものとなっている。教師

の指導ﾉJに関しては、社会心理学の分野で知られるP

M琿論（＝隅1966)が教育分野でも援用されること

が多い｡すなわち、リーダーシップをP(Performance)

「目標達成能力」とM(Maintenance)「集団維持能力」

の2つの能ﾉJ要素で構成されるとし、目標設定や計画

寸案、メンバーへの指,｣､などにより目標を達成する能

ﾉJ (P) と、メンバー間の人間関係を良好に保ち、集団

のまとまりを維持する能力(M)の2つの能力の人小に

よって、4つのリーダーシップタイプ(PM型、Pm型、pM

型、p､型）に分類され、 PとMが共に高い状態(PM型）

のリーダーシップが望ましい、とした理論である。こ

のリーダーシップ行動論は、その後、様々な心即学者

によって明らかにされてきているが、いずれも課題達

グループ学習による模擬「職員会議」

｢体育祭」の指導案検討と作成

｢体育祭」の運用に関する体験学習（1）

｢体育祭」の運用に関する体験学習（2）

および指導案の振り返り

講
講
講
講

５
６
７
８

第
第
第
第

第3日目：｢特別活動｣の実践的運用シミュレーシ

ョンを教員の視点から考える

校務の視点

学習指導要領

事前学習

実施計画起案書

(1)

(2)

(3)

(4)

第9講

第10講

第11講

第12講

｢修学旅ｲ丁」

｢修学旅行」

｢修学旅行」

｢修学旅行」

の計画

の計画

の計画

の計画

第4日目：「特別活動｣の実践的運用シミュレーシ

ョンを教員の視点から考える

第13講：「修学旅行」の計画（5）実地シミュレー

ション

第14講：「修学旅行」の計画（6）しおり及び保護

者向け連絡文書の作成

第15講：「修学旅行」の計画（7）プレゼンテーシ

ョンと総括

なお、上記の教育内容、ねらいと詳細については、

森田（2009）で述べているが、教材企画・開発にあた

っては、現職教員の文援、助言を得て、実際の校務運

用に即した内容になっている。
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表1 本調査の基本統計量（評定平均値および各段階の評定者数）

|平均’’ ’ 2 1 3 1 4 1 5 1 6
＜望ましい集団行動＞ 全平野56.02(/72)

＜望ましい集団行動1 集団の統率力＞ 平呼26.02(／36）

．みんなに必要な指示をすることができる。

．みんなにわかりやすく説明ができる。

．仲間をひっぱっていくことができる。

．みんなの意見をまとめることができる。

．仲間一人ひとりの意見をきちんと聞くことができる。

、仲間それぞれの想いや考えを察することができる。

抑
一
帖
一
恕
一
邨
一
幟
一
抑

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

Ｏ

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

０

ｌ

０

１
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
０
ｌ
２

晦
一
略
一
皿
一
晦
一
ｍ
一
ｍ

ｍ
ｌ
３
－
７
ｌ
５
｜
昭
一
７

９
’
８
’
四
一
７
’
４
’
７

８
｜
皿
－
５
｜
廻
一
肥
一
Ⅳ

＜望ましい集団行動－2集団への適応力＞ 平坪30."(/36)

7．みんなと協調して行動することができる。

8．自分と異なる意見を尊里することができる。

9．グループの協ﾉJ関係に参加することができる。

10．他人の発言に対し、前lhIきな意見を加えていくことができる。

1 1 ．仲間の成功、達成を素直に喜ぶことができる。

12.仲間の失敗に対し､積樋的にﾌｫﾛｰすることができる。

＜自主的・実践的態度＞ 平士年26-54（／36）

1．文や言葉で計画した事を具体化させるイメージを持つ事ができる。

2．自分達の計画に対して､様々なハプニングを想定することができる。

3．自分で役割を考え、自分から行動に移すことができる。

4．共同活動で何が足りないか見つけその役割を果たす事ができる。

5．自分が考えたことを文耆にまとめ、仲間に説明することができる。

牝
一
州
一
咽
一
幅
一
抑
一
蝿

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

Ｏ
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
２
ｌ
０
ｌ
０

Ｏ

２

ｌ

１

ｌ

４

ｌ

１

ｌ

４

坦
一
狸
－
５
ｌ
ｕ
－
３
ｌ
ｎ

皿
一
略
一
ｍ
一
咀
一
皿
一
吃

Ⅳ
｜
、
｜
略
－
８
｜
路
一
略

”
一
”
｜
輌
一
咽
一
拙
一
畑

Ｏ
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
５
ｌ
１

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

魑
一
卯
－
９
｜
面
一
巧
一
９

咀
一
７
｜
略
一
ｍ
－
９
｜
羽

９
’
５
｜
哩
一
６
－
７
’
６

４
ｌ
８
ｌ
５
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
４6．自分たちの行動に対して良かった事痔改善点などの詔lliができる。

＜人間関係を育む資質・意識＞ 平均=31.40（／36）

困っている仲間がいたら、すぐに助けてあげたいと思う。

仲間のことを詳しく知る事は共|口1活動にとって大切だと思う。

なるべく仲間の良いところを見るようにしてあげたいと思う◎

感謝・以省の言葉を素直に言えるほうだ。

友人は自分から得るものだと思っている。

人とかかわることが基本的に好きである。

邪
一
銅
一
和
一
懸
一
唖
一
池

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

Ｏ

ｌ

０

０

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

０

３
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
２
－
１
ｌ
０

９
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
ｕ
ｌ
７

、
’
８
｜
過
一
喝
一
猫
一
喝

皿
一
羽
一
溺
一
瓢
一
皿
一
鋤

＜生き方・在り方＞ 平呼26.84（／36）

自分の人生を見通しを立てて考えることができる。

自分が少しずつでも、日々成長していることを感じることができる

将来のために、今できることを考えたり、取り組むことができる。

今、自分が置かれている状況を冷静に考えることができる。

自分が周囲のために何ができるかを考えられる。

自分が周|州に与えている影響をj理解-す-ることができる。

１
’
２

畑
一
岬
一
獅
一
唖
一
価
一
慨

２
－
０
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
３

５
ｌ
８
ｌ
８
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
８

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

加
一
退
一
ｕ
｜
Ⅳ
｜
狸
一
喝

Ⅳ
｜
ｗ
｜
哩
一
皿
一
四
一
陞

９
ｌ
６
ｌ
ｕ
ｌ
７
ｌ
６
ｌ
５

４
’
一
ｂ
’
（
ｂ

なお、この授業を通して特に身についた項目について回答させた結果、「2仲間のことを詳しく知る事は共同活動にとって大切

だと思う。（回答率=51.2％）、「5．自分が周囲のために何ができるかを考えられる。」（回答率=44-2％）、「3．自分で役割

を考え、自分から行動に移すことができる。」（回答率ユ4.2％）、「9グループの協力関係に参加することができる。」（回答率
=41.9％）が上位項目となった。
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成(Task)機能と、人間関係(Relation)の2つの機

能で説明しているものがほとんどであり、時代は経過

しているものの現代でも十分適用可能な考え方である

と思われる。この即論に基づけば、受講生の自己評仙

の中でM型（集団維持能力）の考え力が支持され、こ

れを達成できたと考える学生が多いことが伺える。実

際の講義では、グループ学習による「職員会議」「修学

旅行の計画耆作成」など協同性を強く意識しなければ

ならない課題が確かに多いが、一方で、例えば、「体育

祭の運用」というように他の受講生に対しP型(RF

達成能ﾉﾉ）による説明と牽引の役割も課題には含んで

いる。しかし、これらを肖己評仙において高く捉えた

ことは、学生達が授業を通して、特別活動を運用する

には、これらを必要能力と考えたとみることもできる。

今回の新学習指導要領でも「良好な人間関係を築くノノ

の育成」が掲げられていることから、児童・生徒が特

別活動を通して具体的に仲間作りや共同的活動に取り

組むためには、範として白身の社会的スキルや人間関

係ﾉJが重要だと考えたものと推測することもできる。

これについては、以下の通り、自由記述回梓にも数多

く,｣くされていた。

で役割を分担し、自分のことが終わったら他に何がで

きるか探すことでスムーズに行うことができた。グル

ープのみんなで力を合わせたからうまくいったんだと

思う。1人ではここまでできなかった。私は、教師っ

ていうのは単独で判断・行動するものだと思っていた

けど、今回授業を受けてその考えが変わった。他の先

生との協力はもちろん、生徒や保護者との協力関係も

たいせつなことがわかった。

；くそ“嬢壷舞言羅毒扉…錐垂菫垂墾垂二コ
廊幽篭難零辨も￥《好き聾･じ

みト吟で博"ん津しがffft"汚延隻調多。

今回､錘少雀4，噺･旅ｬ”計参篭瀞諏晏為丁島,2年ﾑたて
'1漉沌紡拒し誹り夛睦､罪恥,f参う4噂i=稗倉 t§4か栂
ヴ謬秘､､〆一式『:粥7多”§喪炎。椀－7縁のヵんみて'万吃
診簿像・ラ”f1《?猴吟『茅乙虜7｡ 1 ノ 竃､杉シーァ，で‘さな
鋳議擁．

、}ず‘淑鰊.?‘･ｩのI襲卑砿子V'f呵噛§汐ﾂさその搾蛎･マ

心悪感参噂瀧泳帝､祁鞆弊か*ゎっ疵。
に‘'侭壬隆“ふか手乞”ん罷睡一《窪WfL"ｻ勘"噸↑＃
諜鰄な多E",*",γ農．

この記述のように教科教育法における模擬授業など

を通じて、教師とは、教壇に立って個人でクラスを采

配していくものだというイメージを持つ学生も少なく

ない。今回のシミュレーション学習を通じて、いかに

教師もまた協同性が重要であるかを認識できたという

成果は意義の大きいものであると自負している。

次に、カテゴリー別の評価において、評定平均値が

上記に比べて低くなったのが、＜望ましい集団行動

1-集団の統率力＞、＜自主的・実践的態度＞、＜生き

方・在り方＞の3つである。項目ごとに見ると、とり

わけ直接的にP機能について記されているもの（例：

仲間をひっぱっていくことができる｡）については、低

く評仙している学生が多いことが表1から伺える。実

際の授業の中で行った「体育祭の運用体験」では、グ

ループごとに競技種目を企画し、他のグループにその

場で説明をして参加してもらう形で運用している。そ

のため、自分たち頭の中では琿解できていても、他者

に理解をさせることの難しさ、特に、想定外の事態へ

の対応や、言葉によって異なる解釈がなされる可能性

を想定することが難しいという学生は自由記述の回答

から多く見られた。説明の失敗や丁期せぬトラブルな

どは本番で説明をしてみて初めて気づくというケース

がほとんどであり、事後の反省会で必ず指摘される内

容となっている。この機会を通じて、 P機能に関して

低く評仙をする学生が多数いるものと考えるが、学生

の段階で気づけたことは、今後の教職に関する学習に

も有効であると考えている。

＜記述例1＞

教師になることはとても大変なことだと思いまし

た。いろいろな行事を行うときに、きちんと事前に計

画を立てたり、起こりそうな事件などを考えて、前も

って計画をたてたり、細かいことまできちんと考えな

ければならないことがわかりました。ミニ運動会をは

じめ、修学旅行のプレゼンも自分一人では決してでき

なかったと思います。皆がいたからこそ、教師になる

大変さもわかったし、仲間の大変さが分かった。

［…じて韓に…ぬ鵬鋤壇唾垂｡懸垂Z二コ
寅由記逮で減群してください早
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f－蕨葛象”‐た恩鳥ノ巧鰯2師！”ぅ昂成心酔シ“オ金､ヌムース1胃
湯"？'毎2“!’磯2尺‘ x“"‘
灘識鍛略ぅｩ龍為,r:”･〔欲撰(て發荻濯ぐf捻り､"r-&".f*r絢燭I:

，'灘恥沁“"－．，段． 月
慰皇遭鉾鋒(ﾅ農,･韮”凡!{,乳 & 〆皐ｧ･《‘, ，べ霧一zf蔭お’‘噸

郊苓･ぐ”形のか岬牟rシ自ら,ﾒf“''‘j7劃'． ”yf‘義 ‘ '‘
．恩蔵､鴫'7“Af-"L,,農凡. ｰ，
鐸う錨巽含雲錠貞雰麺&Xw』可月.7意"謄舗ら噌翰唾よう侭
患汰醇-厘駆珂定畢感,鶏.鰈､ｧ

＜記述例2＞

みんなで協力することが1番大切だと思った｡今回、

運動会、修学旅行の計画を立てるにあたって、みんな
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達成機能）よりもM機能（集団維持機能）に関する即

解が特に高く評価されていることが明らかになった。

これら両機能はいずれも高くなることが望ましい（二

隅，1966）ということから、今後、主導性を意識でき

るP機能に関する演習内容を取り込むことにより、さ

らなる'向｣上を目指していきたいと考えている。

なお、今回の調査の課題としては、 H由記述の内容

に対する分析と考察について十分に取り組めなかった

ことが挙げられる。これは、分析環境が十分でないた

めの手法の限界でもあるが、質問項目にとらわれない

受講生の意識を、今後、テキストマイニングの手法に

より、どのようなキーワードが特別活動の指導法に対

して必要な学習内容と意識されているかを明らかにす

るなど、さらに考察を深めていきたいと考えている。

<写真1＞模擬職員会議の様子

5． 引用文献・参考文献

桑原憲一（1999）学校行事を学級に生かす指導の方法

「特別活動研究｣，392, 5-7．

二隅言不弓(1966)「新しいリーダーシップ集団指導

の行動科学」 東京：ダイヤモンド社

文部科学省（2008）中学校学習指導要領解説「特別活

動編」 東京：ぎようせい

文部科学省（2010）生徒指導提要． 東京：教育図耆．

森嶋昭伸（2000）中学校特別活動の新研究課題は何か

「ガイダンス機能の充実を目指して」 「特別活動

研究｣, 404, 110-112.

宇留田敬一 (1997)特別活動の基礎理論と実践東京：

明治図耆．

＜写真2＞体育祭運用実習の様子

最後に、この授業を通じて「特に身についた」と思

った項円については、いずれの内容についても、やは

り「共同活動の重要性」「協ﾉj関係への参加」など、共

同活動の「場」に積極的に参加し、協調的に取り組む

ことや協力的な目的で幸体性を発揮することなどが含

まれている。このように、教員の多様な協ﾉJ関係によ

って、特別涌動が成り立ち、スムーズな運用が可能に

なることを授業を通して理解してくれることを期待し、

また、教科教育以外の教師の職務についても即解を深

めて、教職志望の意識を高めてほしいと願っている。
ビアスーパーバイザーからのコメント

自己評価の5つのカテゴリーの6段階評仙と記述式は学

生が指導者になるための具体的な指標になるので、本

研究の校務演習を導入した「特別活動の指導法」は実

践的指導力の育成につながる講義であると思われる。

そして、本研究から良い指導とは「1＋1＝2」では

なく「1＋1＝2＋α」で、この「＋α」を導き附す

ためには知識だけでなく、知恵が里要であることに改

めて気付かされた。今後の本研究による学生の成果に

期待したい。

（担当：家政学科藤島みち）

4．まとめと今後の課題

教職教養科目「特別活動の指導法」の授業では「講

義十演習併用型」の授業を通して、知識だけに偏らな

い学生の実践的指導ﾉJの育成を目指し、また、校務シ

ミュレーション学習を通して教職の理解を深め、モチ

ベーションを維持させることをR的として、これまで

取り組んできた。これら内容に対して、学生に習得内

容の自己評仙を求め、検討したところ、いずれの内容

についても比較的高く評価されているものの、リーダ

ーシップ行動論に基づく解釈をすると、 P機能（円的
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第6類

大学における地域子育て支援

一しゅ<たん広場での実践一

井上千晶・番匠明美・三木麻子

INOUEChiaki･BANSHOAkemi･MIKIAsako

本論文は、夙川学院短期大学におけるf育て支援ルーム「しゆくたん広場」開室から約1年

半の取り組みについて報告するものである。これまでの実践から、西宮市地域子育てセンター

事業の一環として開室した本学の広場は、主に2歳までの子どもとその親が安心できる居場所

として、地域に根づいていることがわかった。その活動に関して､親の育ちを支える試みとし、

まず月1～2回、様々な分野から講師を招き講応を開催していること、次に学内施設の利用者

への開放と問題点について報告した。また、次世代を担う学生の学びとしての試みについては、

ボランティア学生の活動や実習前指導の場として広場を活用している例から、日常では乳児と

触れ合う機会の少ない学生が広場での体験を通して成長する様子が捉えられた。以上の利用状

況を踏まえ、地域と大学においてしゆくたん広場が存在する意味が示唆された。個々の親子や

家族のあり方を大切にした、本学における広場の活動の重要性を検討することが今後の課題と

なった。

ここでは本学での事例報告を行うことで、地域に根ざした大学における子育て支援の今後の

実践と研究について検討するための基礎的資料としたい。

キーワード：地域了育て支援・親の育ち・学生の学び

をH指し開室した。′学内の「広場」周辺は学生、教職

員の往来が頻繁で、キャンパス内で利用親子との交流

も自然と深まる。親了一は広場の利用を通して、大学と

いう空間での様々な触れあいを日常的なこととして経

験することができる。

ここでは広場の開室から約一年半行ってきた本学の

取り組みについて報告し、今後の大'芋における子育て

支援の実践に役立てていきたい。

1 ．はじめに

f育てほど社会の変化に大きな影響を受けるものは

ないといわれる。少r化が進み地域での人々の結びつ

きが希薄になった現代社会においては、昔から受け継

がれてきた子育てにおける様々な知恵や工夫の伝戚が

難しくなりつつある。一方、大学は先進的かつ安定し

た視点を発信する｢人を育てる場｣となる必要があり、

そのような大'羊が地域の人々に貢献や援助を行う重要

性が増している。 了育て支援は「家庭支援策」であり

「社会」を育てることにつながる。そのため、地域に

根ざした大学における子育て支援の持つ意義は大きい。

両宮市より大'\:と連携したr･育て事業の提案を受け

て、本学のr育て支援ルーム「しゆくたん広場」は新

しい親とイーの育ちを考える「地域のたまり場」の役割

2．「しゆくたん広場」の概要

「しゆくたん広場」は西宮市の少r化対策の一環と

して展開された西宮市地域r育て支援センター事業で

あり、平成20年に児童福祉法で法制化された地域了育

て支援拠点事業「ひろば型」に位置づけられる。大学

の持つ知的財産、人材や専門性を生かして地域の子育

17



例〃学院短期大学教育実践研究紀要2010

て支援に取り組む、市と連携した子育て支援ルームで

ある。空き教室81㎡を改修、別にf-ども用トイレやシ

ャワールームを設置し、平成21年10月にオープンし

た。月曜日から金H麗日の9時30分から15時30分まで

開室(12時から13時は閖室)。4名の保育アドバイザ

ーが2名ずつ勤務する。

広場は主に0歳～3歳のrどもとその保護者が対象

で、親『で了一どもの発見する遊びを共に楽しむ場とし

ている。開室中はいつ来ても、いつ帰っても自由で、

了育て家庭の交流の場でもある。

市と連携した子育て支援事業で基本となる柱は、

①子育て中の親子の交流の場の提供と交流の促進

②了育て等に関する相談・援助の実施枕びに関係機

関へのコーディネート

③地域のf育て関連情報の提供

④f育て及び子育て支援に関する講習会の実施

の4本である。これを円滑に運営するために、保育ア

ドバイザーが、親fへの対応施設利用の案内、親r-

の遊びの見守りや遊びの提供、他の親子との交流のき

っかけつくりなど）や育児相談、毎月1回開かれる講

座や行事の案内、ボランティア紫生の指導など広場に

閨する業務を行っている。 （ル上）

利用者の推移総数

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

－
ｊ
６
－
ａ
４
３
２
１

ー■ ■

秘1Ⅲ|聖剛

零
図1 利用者の推移総数

午前・午後の利用状況竃午前

叩
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
Ｏ

』
ひ
４
３
○
一
１

午後

Ⅲ脱
●

談、
図2午前・午後別利用者数

利用者の地域分布としては約70％が徒歩等で来室で

きる広場周辺地域に居住する親fで、しゆくたん広場

が地域に根ざした拠点として位置づけられつつあるこ

とがわかる。一方で遠方からの利用者が約30％以上あ

り、支援を求める強さと大学における実践の意味を検

討する必要性が感じられた。（図3）

3．利用状況から捉えられる傾向と問題

、|え成21年10月20日の開室より、平成23年2月末

日までのしゆくたん広場利用総数はのべ7110名(開室

304日間)となっている。月別に利用者数の推移を表し

たのが図1である。これを午前と午後に分け利用状況

をグラフにしたものが図2である。開室から4ヶ月経

った頃よりほぼ毎月400名以上の親子が利用するよう

になっている。そのなかで7月から10月の間は午前中

の利用が他の月に比べ特に多くなっている。これは、

今年度箸い時期が長く続いたため、屋内で自由に遊べ

る場所を求めて、比較的気温の低い午前中に利用者が

集まったこと、また7月中旬から8月末までは週に3

日、午前中にfども用プールをしゆくたん広場前で解

放し､水遊びの行事を開催した影響もあると思われる。

今年度4月以降では、 1日の親了の利用者数は約26

絹となっている。空き教室一部屋を使用した広場では、

2名の保育アドバイザーと親r-が交流し、ゆったりと

した“時”を共有していくために現在のこの利用数で

ちょうど良い空間を作りIllしている。

西宮
来室者の地域分布

市外一

1発 2oloo 2％2％ 2％ 沙｡ 206 ‐盤

図3来室者の地域分布

利用している「一どもの年齢に関しては0歳代27％、

1歳代49％、2歳代19%、3歳代4%､4歳以上が2%
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落ち込まないように、（母）親達を支えていきたいと考

えている。「家の中で一対一で子どもと向き合い一生懸

命やろうとすればするほど、 了・どもと一緒にいること

に息苫しさを感じるようになってしまった｡」と、ある

母親は自分の子育てを振り返っている。そこには、存

在するはずのない“良い子育て”を求めてがんばる母

親の姿がある。

①親が自ら考える力を育み、心と体で感じるものを

大切にしながら自分の了．育てに円ｲ冑が持てるよ

うにする。

②（母）親の人としての育ちを考えるために新しい

“窓”を提供する。

③孤立した了育てに落ち込まないように、自分らし

さを認め合える仲間作りの機会を提供する。

以上の3点を主なねらいとして、様々な分野から講

師を招き、講座を開催している。表1がこれまで実施

してきた講座の一覧である。体験型と講義型、親のみ

と親了で参加できるタイプがある。本学では、参加者

同上や講師とも充分に交流できるように10～20名程度

の定員で設定している。

となっている。乳児を育てる母親が家庭の外に何らか

の結びつきを求めていることがわかる(図4)。

5歳以上

1％

4

1

図4子どもの年齢分布

利用頻度では月1～2回が81%、週1回が12%、

週2～3回が6％、ほぼ毎日が1％である(図5） 。

一週間に1回以上しゆくたん広場を利用している親了一

が約20％あり、しゆくたん広場が親fの居場所の1つ

として生活の一場面に取り入れられていることが伺わ

れる。また、家庭とは異質の“了｡育ての場”を親が求

めていることが考えられる。

今後は、どのような親とfの育ちを目指していくの

か、その方向性を明確にした上で、サービスという視

点をこえて大学という場での特色あるr育て支援を検

討していくことが必要となってくるであろう。

鍋

ほぼ毎利用頻度
日

詞6 t

、且
３一

一
回
抄１

週
く

写真1 真剣な表情でタップを楽しむ受講者
｜月1～当

回

| 81oo
講廊「ワン・ツー・タップ～タップで楽しもう」

の参加者がタップダンス初体験の後、講師らと談笑し

ていた折に「体の中が流れた感じがする」と未知の世

界に触れた喜びを述べていた。受動的に聴講する形式

よりも、親達と講師がテーマに向けて共に感じ考える

あり方で取り組むことにより、参ﾉ川者は体験したこと

を自分の中のより深い所で感じ取っていくようである。

親たちのこういった経験が、心の深まった関わりとな

って子どもたちに伝わっていくのである。

図5利用頻度

4． 親の育ちを支える試み

（1）講座

しゆくたん広場における了育て支援のベースには、

“母親を元気にすることが子どもを健やかに育んでい

くことに繋がる”という考え方がある。また、テキス

トに頼り、 了育てに正解を求めて苦しむような問題に

il9
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表1 しゆくたん広場講座一覧

参加者

児童|保護者|合計
61 61 12

年･月 開催日 講座名 講師名 具体的な講座内容

2009年10月 ’ 30日 ｜子育て講座 保育アドバイザー 子育て権談

井上千晶

(児童教育学科･しゆくたん広場主任）
心を感じる講座' 1月 クリスマスリースを作る251己 0 7 7

心を感じる講座

心を感じる講座

心を感じる講座

親子でふれあい講座

体を考える講座

体を考える講座

倉掛妙子(児童教育学科）

番匠明美(児童教育学科）

森田健宏(児童教育学科）

井上千晶･保育アドバイザー

岸本喜代子(本学非常勤講師）

黒江兼司(神戸徳洲会病院医師)

音楽を楽しもう－様々な楽器に触れる－

｢私』と出会う－フェルトボールを作る一

親子でアロマー好きな香りを作る

親子体操･歌本学学生製作おもちゃの体験

オイルマッサージ

小児科の上手なかかげ方

12月

2010年1月

2月

3月

4月

5月

媚
一
犯
一
銅
一
旧
一
妬
一
岨

便
－
０
’
２
｜
諏
一
８
’
昭

吃
－
９
’
９
｜
蝿
－
８
｜
咽

塑
一
９
｜
Ⅱ
｜
乃
一
略
一
記

浜本直子
（絵本で子育てセンター講師

子育て講座6月 絵本で子育て－読み聞かせで育まれる｢絆｣－21己 13 1 1 24

体を動かす講座

親子でふれあい講座

＊家族で楽しむ講座

＊家族で楽しむ講座

＊家族で楽しむ講座

親子でふれあい講座

体を考える講座

体を考える講座

金築磯子(今学非帛勤講師）

林有紀(児童教育学科)･井上千晶

井上千晶･保育アドバイザー

井上千晶･保育アドバイザー

井上千晶･保育アドバイザー

森美奈子(家政学科）

岸本喜代子(本学非常勤講師）

岸本喜代子(本学非常勤講師）

項
一
明
一
明
一
明
一
明
一
明
一
噸
一
噸

ワン･ツータッノータッノで楽しもう一

ぬたくり遊びで楽しもう

ヘットボトルで風鈴を作ろう1 1

ヘットボトルで風鈴を作ろう1 1

オリジナル布かばんづくり

遊びを通して学べる食育

予防接種について

予防接種－2冬に気をつけたい病気

調
一
泪
一
胆
一
銅
一
調
一
媚
一
媚
一
岨

Ｏ
－
ｎ
－
９
－
７
ｌ
６
－
Ⅲ
－
０
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井上千晶

(児童教育学科･しゆくたん広場主任）
1 1月 心を感じる講座30日 クリスマスリースを作る 0 9 ９

12月 8日

201 1年1月 25日

2月 16日

3月 15日

合計 ’ 22画
＊家族で楽しむ講座は

心を感じる講座 番匠明美(児童教育学科） 砂絵遊び 0

親子でふれあい講座井上千晶･保育アドバイザー 親子体操,歌本学学生製作おもちゃの体験 31

子育て講座 阜田由美子(児童教育学科） モンテッソーリの子どもの見方を学ぶ 0

心を感じる講座 橘喬子(家政学科） 自分に合う色を見つけよう一パーソナルカラー－

174

8月8日は保護者15名のうち、父7名･母8名、22日は12名のうち、父5名･母7名、9月5日は13名のうち、父4名・母9名が参加。

７
－
卯
－
７

剛
》
７

241 1 415

木参加者の項のうち､児童数0名の講座は､母親のみ参加のもので､お子さんは保育アドバイザーがしゆくたん広場で保育した。

＊講座内容はhttp;/,''www､shukugawa…cacjp/dePartment,/?m=Hiroba ｢News｣で公龍している。

筆者が行った「私と出会う～フェルトボール作り」

の講座では、制作前から「これでちゃんとできるのか」

と重ねて確認し、失敗をおそれる様rが参加者の間で

しばしば見られた。上手な作品を作るよりも新しいこ

とに挑戦する気持ち、楽しむ気持ちを大切にし、「まず

はやってみましょう」「作品に失敗はないですよ」と励

ましていく。思い通りに川来上がらなかった作品も、

自分の手で作り上げてみると、それなりに自分らしい

味わいがでていることに気がつかれることがある。思

ったようにできなくても、意外と面白味がある。これ

までとは少し異なる捉え方をしている自分に気づく。

そういった適度な“よいかげんさ'，を受け入れた時に

親の心の中から生じてくるいきいきとした感覚が、子
写真2「親子でふれあい遊び」の講座風景

どもと向き合っていく気持ちにエネルギーを与えてく

れる。
（2）大学施設の開放

講座を受講して得たものが、参加者の生きている世
本学では、しゆくたん広場に親fを受け入れるに際

界を今までとは少し違ったものへと変えていく。その
し、 1月館受付前と12号館図書館入り口前に自転車や

ような触媒として働く刺激を講座を通して提供してい
くビーカー置き場を設けた。また、 1号f官ホワイトホ

きたいと考えている。 （番匠） 一ル（自動販売機やパン売場)、クリスタルホール、図
耆館、ミニコンビニ、学生食堂、実習食堂などの利用

も口I能とした。また、本学の寸地を考え、学生の利用
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表2 しゆくたん広場霊者の図書館利用状況
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ん広場への貸しl1lしを行っている。しゆくたん広場利

用者は、広場でゆっくり床やソファに応って絵本を読

むこともできるし、図書館で絵本や一般図書の閲覧、

貸し出し利用もできることになる。

しゆくたん広場登録者の図耆僧詳|｣用状況の一覧は上

記（表2）のとおりである。

しゆくたん広場利用者（保護者）の月17i均はのべ約

200名、2009年10月から2011年2月までの図壽館利用者

の月､|え均は44jg (2010年4月からでは55f) と2 '1か

ら3割近い方が利用され、また貸し川し冊数も一度に

3冊以上を利用している吾'l合となり、図書館職員の

方々のご協力のおかげで図書館が有効に利用されてい

ることがわかる。

・問題点①

広場利用者の来室はｲ＜定期であり、利用が複数年に

およぶこともある。またお了さんが成長して広場を利

用する年齢を超える場合もある。あくまで、広場に来

室している方に、図耆館も利用してもらうにはどのよ

うにすればよいかを図耆館と事前にｷﾛ談した。しゆく

たん広場開室が2009年10月20日であったこともあり、

しゆくたん広場での登録更新（住所などの確認）は、

2010年からそれぞれのお了･さんの誕生月に行うことと

した。これで、年1度以上の来室が確認できるため、

その広場登録カードと住所確認書類を以て、図書館利

用を可能とすることとした。現在、計投利用者と同様

に年度末（3月末）までの図耆館カードが発行されて

いる。

を妨げない範囲で、学生の登学に使われるジャンボタ

クシーの利用も許可された。その利用状況や問題点に

ついて述べたい。

【1】図書館

本学図書館の約8万6千冊の蔵書のうち、絵本は約

1万3千冊を占める。開架式耆架の21偕部分には、そ

の絵本だけを別置した絵本コーナーを設け、しかけ絵

本や布絵本、大型絵本や紙芝居の展示もされている。

また、 21偕アートギャラリーでは、学生の作品を鑑

賞することができる。美術デザイン'予科学生の作品展

をはじめ、家政学科ファッション専攻学生の回顧展な

ども行われ、児童教育学科学生が制作した立体紙芝居

や大型遊具などの作品も展示される。

このように、乳幼児やその保護者の世代にとっても

魅力的な施設は、一部外部の方にも開放されているの

で、しゆくたん広場登録者（保護者）にも利用を口I能

にした。

外部利用者は、

・図耆〈雑誌を除く〉貸111

（冊数： 5冊期間：1ヶ月）

・図書館資料の閲覧

・図耆館資料の複'ケ（有料）

・視聴覚資料の視聴

・データベース、インターネットによる'情報検索

を利用することができる。

また、図耆館の絵本のうち、複数登録のあるものの

中から、50冊を保育アドバイザーが選定し、しゅくた
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・問題点②図耆館での学生とfどもの共存

短期大学図耆館は本来、学生および教職員のための

施設であるので､公立図書館以上の静粛さを求めたい。

その意味もあり、 了←どもだけの来館は禁止しており、

あくまで保護者が学外利用者として許ﾛJされる。しか

し、乳幼児を置いて図壽館に入館することも難しいた

め、保護者に連れられて入るfどもたちについては入

館を制限していない。

そこで利用者側の意識も問題となる。図耆選定や資

料閲覧の際に、お了･さんから目を離されるケースもあ

り、また乳幼児に静粛を求めることも難しい面がある。

職員の注意を受け入れないわけではないが、静粛が長

続きしない場合もあり、'学生との共存が懸念される。

図耆館では年に一度学生対象のアンケートを行って

おり、そこに今回(2010年9月24日～29日)、しゆくた

ん広場利用者を想定した項目を入れて、上記の問題を

諮った｡短期大学2回生および専攻科生の計231糸を調

査対象とした、質問項目「fども連れでの利用につい

て気になることはありますか｣に対して､その結果は、

事|奇fを用意した。また、本学の家政科の大量調理実

習は週に2回、学生や職員が利用して行われている。

毎回バラィテイに富んで栄養面に幽曠された献立が安

価で提供されるために、これを利用される方も多い。

・問題点

実習食堂は教員の管理の下に、′\:生が調理している

もので、あらかじめ食券を購入した数を調理するなど

のルールがあり、食後の片付けも利用者が行うことが

原則であるので、広場の利用者には利用しにくい面が

ある。_L夫して了-どもさんを待たせ、うまく食堂を利

用されている方もいる反面、食べこぼした後片付けが

できない、自分たちの食事の間、子どもに目が行き届

かないという保護者も見られた。

保育アドバイザーも昼休み時間ではあるが、食堂に

様子を見に行くなど、家政'学科の教員、'学:生や他の利

用者に迷惑のないよう配慮している。子ども連れの母

親を暖かく見守る学生や職員が多い中で、手助けを受

けることが必要な場合は求め、またそれに甘えること

なく自己管理することも保護者に望みたいことである。

学生への教育という意味では、いろいろな場で、自

分たちとは違う立場の人々に配盧できる学生、違う立

場の人々を受け入れる許容力のある学生が望ましい。

広場利用者との川会いがそのきっかけになって、 了･ど

も連れの母親に手を貸すなどの心遣いができるように

なってほしいと願うものである。

また、今の』学:生が将来fj親となって、広場利用者の

ような立場に立った時に、悪い面は反面教師として周

囲に酉濾のできる保護者になってくれることも望みた

い。 （三木）

気になることがある 22名 10%

ない145名 63%

f-ども連れの利用者を見たことがない

30名 13%

無回答 34名 15%

であった。学生の意識には今のところ、fどもたちの

声がさほどうるさいとは映っていないことがわかり、

勉'\:の妨げとなっていないことには、安堵する思いで
Lギーマ

めっ･

しかし、アートギャラリーにおける幼児美術作品展

では、遊具が展示されていたため、 r･どもたちがそれ

を使った遊びに夢中になってしまうということもあっ

た。本来の作品展では子どもたちに実際に遊んでもら

う展示であるが、アートギャラリーが図耆館内である

ためにこれも問題となった。

学生の制作した大型遊具は、しゆくたん広場に貸し

川されることもあるので、保護者には、あくまで大学

図耆館を利用しているという自覚を強く持っていただ

きたいという他ない。

5次世代を担う学生の学びとしての試み

保育者を目指して入学してくる学生の多くは、それ

までに子どもと身近に接する機会が少なく、保育の実

習で乳幼児と初めて出会い関わり方に悩むという現状

がある。また、人とのコミュニケーションがうまく取

れず、必要以上に不安を抱いて実習前に「自分に保育

者は向いていない」と諦めてしまったり、実習に行っ

ても環境に適応できないという姿が見られる。そのよ

うな学生がしゆくたん広場で了一ども達と川会うことに

より少しでも幼い了どもと触れ合う機会を持てること

は重要である。

また、保育者養成という見地とは別に親fの姿を通

して、 了一どもを産み、育てるということはどういうこ

【2】学生食堂・実習調理食堂の利用

しゆくたん広場が、12時～13時を閉室しているため、

お弁当などの食事をホールを利用して摂られる方もあ

る。また、学生食堂を利用される場合も想定し、教職

員から寄付されたものも併せて、各食堂に了-ども用食
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とか将来の育児についてのイメージを持つことができ

るのも畠l1産物といえるだろう。

・ボランティア制度

′ :生の学びのためにボランティア制度を設けた。全

学科の学生を対象にした説明会を開き、必ず説明会に

参加した上で、ボランティア登録を行った学生が、日

時を予約申し込みして広場に入ることができることと

した。オープンキャンパスの説明会や新入生へのオリ

エンテーションでも広場への見' 量を組みこんで、学生

が広場を知り、参加してゆく下地を作っている。

ボランティア経験を通して、

①子どもと関わり、子どものかわいさや一緒に過ご

す楽しさや喜びを味わうと共に発達を知る。

②保育アドバイザーの姿を通して保護者との接し方

や保育の方法、実際を知り保育の仕事のやりがい

を学ぶ。

③来室する親子の姿から将来のr育てへのイメージ

を膨らませる。

④人と接することを通して多様な価｛l白観を知る。

などを学んでくれることを目的としている。

次に、ボランティア経験や授業での広場活用の事例

を2例あげる。

した。結果はパーセンタイル曲線に記入しコメントと

共に保護者に渡す。広場には身体計測の実料を行う

ことを事前に掲示したが、市の乳児健診以外でこのよ

うな身体計測をするという機会がないので、保護者の

関心が高く希望者が多かった。

授業では保育実謝室で人形を使っての計測の方法を

学んでいるが、広場での実習では、月齢、年齢の異な

る乳幼児に対し、その姿にあった対応をしなくてはな

らない。′\:生はかなり戸惑った様rで保育アドバイザ

ーも総川で応援しての計測となった。保育現場での実

料とは違い、学校の中にある「広場」では学生達も安

心感の中で実習ができる。授業担当の岸本先生をはじ

め保育アドバイザーの的確な指導、 了-どもや保護者へ

の対応の実際を目の当たりにし、′\生たちは改めて保

育の仕事へのイメージを膨らませることができたよう

だ｡

この他にも、食育･食事マナーについての意識調査・

ファッションショーでの子ども服製作モデル・遊具制

作・音楽療育実習など、授業での活用が広がり余学的

に｢広場｣が学生の'学びの場として定着して来ている。

今後は学生がもっと｢広場｣の活用ができるように、

今までの予約ボランティアに加えて、授業のちょっと

した空き時間に保育アドバイザーの許可を得てボラン

ティア活動が川来るようにしていく方向である。

（井上）

6今後の課題

・事例1 ：

中’γ枝教諭二種免許状取得のための実習（美術・栄

養上コース学生）に臨むにあたり、事前指導の一環と

して利用した例。コミュニケーション能力を高めるこ

とをH的とし、2～3人のグループに分かれて3日間、

広場を利用する親f-との触れ合いや保育アドバイザー

の仕事の手伝いをした。学生が自分で考えた絵本、お

もちゃなどを用意して読み聞かせや遊びを行った。前

もって利用するfどもの年齢や興味について調査し、

おもちやや絵本を手作りして来る姿も見られた。この

経験を通して、緊張の中にも広場の親r･に自分を受け

入れてもらうという経験をし、 了・どものかわいさや、

fどもと一緒に過ごす楽しさを知ることができた。そ

して同時に保育アドバイザーや保護者の姿から仕事と

しての保育や育児の様r-を垣間見ることができ、多様

な価｛l白観を知る機会になった。

夫婦や世代間の問題は子育てに大きな影響を与える‘

現在、保護者の利用者はほとんどがボﾉ親である。父親

が参加できるように、 8月から9月にかけて日曜日に

3回、講座を兼ね広場を開室した｡その結果、家族で

受講する参加者が増えた。その後夫婦の間でしゆくた

ん広場のイメージを共有し、コミュニケーションがと

りやすくなったと報告してくれるfﾐj親もいた。

父親や祖父母が、母親とは異なる立場で子どもの育

ちを支える存在となるように援助していきたい。

また、講座参加などを機会に親が自主的なサークル

を立ち上げることを支援できる体制作りや、地域の次

世代を担う小・中・高校生らが乳幼児と触れ合う機会

を提供すること、親fの抱える問題をグループや個々

の相談で取りあげていくことも今後の課題である。

親という役筈'lに閉じこもらず、 了育てをしつつ、自

分の生き方を模索することを支えること。そしてなに

よりも、 f-どもにとって今何が本当に大切なのかを考

・事例2 ：

保育専攻科生が小児保健実習授業で学んだ身体計測

を「広場」で実習した。授業時間2コマ×2回にわた

り、 5～6人のグループに分かれて授業担当の岸本喜

代r先生指導のもと、身長、体重、胸囲、頭囲を測定
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えることができるr育て支援。個々の親子、家族がど

うありたいのかという問題に丁寧に向き合っていくこ

とのできるしゆくたん広場らしい取り組みを具体化さ

せることが必要である。 （番匠）

＜付記＞

･本稿は「全国保育上養成協議会第49回研究大会」（平

成22年9月17日）において発表した内容をもとにして

いる。また、本稿は児童教育'\科において、共同して

しゆくたん広場開設と運営に携わる担当者が考察検討

した結果を分担して執筆したものである。

・本'羊教職員の方々には開室準備の段|浩から運営の過

稗においてもあらゆる面でご協力戴いていることを感

謝いたしますbまた、資料作成にあたっては保育アド

バイザー、図書f削哉員の方々の協力を得たことを記し

て感謝いたします。

ビアスーパーバイザーからのコメント

本実践は、地域社会に開かれた実践であり、子育て

中の親f･の交流、相談、‘情報収集、そして、新たな学

びを支えるものである。西欧では育児を楽しいと稗え

る親が多いのに対して、日本では育児が否定的な回答

する親が7割を占めるという調査がある｡孤独なf育て

になりがちな日本の現状の中で、f育て支援ルームは、

親にとっては心安らぎ、また、自分を見つめなおし、

さらには、わが子を客観的に捉えなおす機会となる。

また、子どもにとっては母子中心の狭い人間関係から

少し離れて、同年齢の了-どもとの交流や保育士、'学生、

教職員など多様な人間と関わりをもつことができる貴

重な場となる。

さらに、′\:生にとっても、乳幼児と触れ合う機会が

極瑞に減少している中で、学内で日常的に親子の姿を

見たり、授業やボランティアで親しく接したりするの

は「自分たちとは違う立場の人々への配慮」をめざす

上で得難い体験学習の機会となっている。

本実践では、短大の施設も有効活用されている。ま

た、大学の特色ある講座も多数開かれている。約300

日開室で7000人以上の利用者に加え、遠方からの利用

も3割以上に上るのは関係者の様々な_L夫と努力によ

るものである。「大学という場での特色ある支援」がさ

らに充実したものとなるよう今後の発展的な継続が強

く望まれる。 （担当：児童教育'科早田由美了･）
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あとがき

この度、『夙川学院短期大学教育実践研究紀要」の第3巻を発行することとな

りました。

本学FD委員会では、学生による授業評価アンケートをはじめとして、評価

結果のWeb上での公開や定期的な学内FD研修会の実施、機関紙『FDTbday」

の発行などさまざまな活動に取り組んで参りましたが、かねてより教員同士が

教育実践を発表し合い、その成果を共有していくことこそ質の高い授業につな

がるのではないかとの想いがありました。

今回は3編の原稿が寄せられました。昨年より投稿は少なくなりましたが、

本学を取り巻く状況が大きく変化する中、FDの灯りをともし続けることが

できたことに安堵しております。

この「教育実践研究紀要」は、教員の相互支援精神に基づく相互研修型FD

を理想として､全学的な教育力向上の一環として発刊しております｡そのため、

できるだけ広範囲からの投稿がいただけるように、すべての投稿原稿を採録す

ることを原則としています｡また､『教育実践研究紀要｣では査読制度を採らず、

ピアスーパービジョン制度を設け、投稿者と編集協力者が、対等な視点から原

稿の内容を協議し、質をより高めて採録することを目指しました。

これらの試みが本学をはじめ、大学教育全体の教育力の向上に寄与できれば

と願っています。

最後になりましたが、本誌の創刊にご協力いただいたすべての教職員の皆様

にこの場をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。

どうもありがとうございました。

2011年3月31日

夙川学院短期大学FD委員会

委員長森、刀健宏
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